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　光幼保園では、動と静の調和からぬくもりのある感性を育てることを掲げています。木をふんだんに使って円形に作られた園舎の中は、広々
としていて、大らかでゆったりとした心の持ち主に育ってほしい、という願いが込められています。園舎の南側と北側に広がる園庭には、走り
回ることができるスペースや立体的な遊びの仕掛けがあり、楽しみが詰まった空間となっています。
� 写真提供　学校法人光幼稚園　認定こども園光幼保園（島根県出雲市）
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成
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私
立
幼
稚
園
の
財
務
状
況
《
令
和
６
年
度
決
算
集
計
》

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　
私
学
情
報
室

私
学
事
業
団
で
は
、
昨
年
度
実
施
し
た

「
令
和
７
年
度
学
校
法
人
基
礎
調
査
」
及
び

「
令
和
７
年
度
学
校
法
人
等
基
礎
調
査
」
を

基
に
６
年
度
決
算
デ
ー
タ
を
集
計
し
、
７
年

度
版
「
今
日
の
私
学
財
政
（
幼
稚
園
・
特
別

支
援
学
校
編
）」と
「
今
日
の
私
学
財
政
（
専

修
学
校
・
各
種
学
校
編
）」
を
８
月
に
刊
行
し

ま
し
た
。

毎
年
、「
学
校
法
人
基
礎
調
査
」
等
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
は
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

集
計
結
果
に
基
づ
き
、
幼
稚
園
の
財
務
状

況
に
つ
い
て
概
略
を
説
明
し
ま
す
。

園
児
数
は
減
少
、
幼
稚
園
数
は
増
加

◉
園
児
数
と
幼
稚
園
数
（
表
１
）

文
部
科
学
省
の
「
学
校
基
本
調
査
」
に
よ

る
と
私
立
・
国
立
・
公
立
を
合
わ
せ
た
６
年

度
の
園
児
数
は
、
認
定
こ
ど
も
園
（
幼
稚
園

型
・
幼
保
連
携
型
）
を
含
め
る
と
１
６
１
万

６
千
人
と
な
り
、
２
年
度
の
１
８
３
万
８
千

人
か
ら
22
万
１
千
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
幼
稚
園
数
に
つ
い
て
は
、
認
定
こ
ど
も

園
の
増
加
に
よ
り
、
３
０
６
園
増
加
し
て
い

ま
す
。

幼
稚
園
法
人
の
約
４
割
は
基
本
金
組
入
前�

当
年
度
収
支
差
額
が
マ
イ
ナ
ス

◉
収
支
状
況
（
表
２
・
３
）

事
業
活
動
収
支
計
算
書
（
１
法
人
当
た
り

の
金
額
）
よ
り
、
２
年
度
と
６
年
度
を
比
較

す
る
と
、
収
入
の
部
で
は
、
補
助
金
が
２
９

５
７
万
円
増
加
し
、
事
業
活
動
収
入
は
２
４

６
２
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
支
出
の
部
で

は
、
人
件
費
が
２
２
９
０
万
円
増
加
、
経
費

も
９
４
６
万
円
増
加
し
、
事
業
活
動
支
出
は

３
１
８
５
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

事
業
活
動
支
出
の
増
加
額
に
対
し
て
、
事

業
活
動
収
入
の
増
加
額
が
下
回
っ
た
た
め
、

基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
（
事
業
活

動
収
入
‒
事
業
活
動
支
出
）
は
減
少
し
て
い

ま
す
。

６
年
度
に
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差

額
が
マ
イ
ナ
ス
の
幼
稚
園
法
人
数
は
１
９
１

３
法
人
で
、
集
計
法
人
の
約
４
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。
経
営
状
況
の
目
安
と
な
る
基
本
金

組
入
前
当
年
度
収
支
差
額
を
プ
ラ
ス
へ
移
行

さ
せ
る
方
策
を
検
討
し
、
実
行
し
て
い
く
こ

と
が
今
後
の
課
題
と
い
え
ま
す
。

◉
財
政
状
態
（
表
４
）

貸
借
対
照
表
（
１
法
人
当
た
り
の
金
額
）

よ
り
、
２
年
度
と
６
年
度
を
比
較
す
る
と
、

資
産
の
部
で
は
有
形
固
定
資
産
が
３
５
７
７

万
円
、
特
定
資
産
が
８
６
０
万
円
、
流
動
資

産
が
２
９
２
５
万
円
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
、
資

産
の
部
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

表１　園児数と幼稚園数� （単位：人、園）
区　分 令和２年度 令和６年度 差引

園 児 数 1,837,509 1,616,218 △ 221,291

　 私 立 1,592,188 1,425,880 △ 166,308

　 国 立 5,114 4,163 △ 951

　 公 立 240,207 186,175 △ 54,032

幼稚園数 15,545 15,851 306

　 私 立 11,411 12,255 844

　 国 立 49 48 △１

　 公 立 4,085 3,548 △ 537
注注　1. 文部科学省「学校基本調査」より。
　　2. 認定こども園（幼稚園型・幼保連携型）を含む。

表２　事業活動収支計算書（１法人当たりの金額）� （単位：千円）

区　　　　　分 令和２年度 令和６年度 差引金額 構成比率 金額 構成比率

収
入
の
部

学生生徒等納付金 53,639 26.1% 43,867 19.1% △ 9,772
補 助 金 124,467 60.7% 154,035 67.0% 29,568
そ の 他 27,094 13.2% 31,921 13.9% 4,827
事 業 活 動 収 入 205,200 100.0% 229,823 100.0% 24,623

支
出
の
部

人 件 費 121,548 59.2% 144,444 62.9% 22,896
経 費 59,891 29.2% 69,347 30.2% 9,456
そ の 他 2,910 1.4% 2,411 1.0% △ 499
事 業 活 動 支 出 184,349 89.8% 216,202 94.1% 31,853

基本金組入前当年度収支差額 20,851 10.2% 13,621 5.9% △ 7,230
基 本 金 組 入 額 △ 22,115 △ 10.8% △ 18,897 △ 8.2% 3,218
当 年 度 収 支 差 額 △ 1,264 △ 0.6% △ 5,276 △ 2.3% △ 4,012
注注　�表示された数値以下の端数は個々に四捨五入しているため、差引等の数値と一致しないこと

がある。

表４　貸借対照表（１法人当たりの金額）� （単位：千円）
区　　　　　分 令和２年度 令和６年度 差引金額 構成比率 金額 構成比率

資
産
の
部

有 形 固 定 資 産 479,933 63.4% 515,698 61.3% 35,765
特 定 資 産 63,617 8.4% 72,217 8.6% 8,600
その他の固定資産 32,769 4.3% 43,890 5.2% 11,121
流 動 資 産 180,368 23.8% 209,614 24.9% 29,246
資 産 合 計 756,687 100.0% 841,414 100.0% 84,727

負
債
及
び

純
資
産
の
部

固 定 負 債 56,208 7.4% 60,419 7.2% 4,212
流 動 負 債 27,640 3.7% 28,296 3.4% 656
基 本 金 685,163 90.5% 775,385 92.2% 90,222
繰 越 収 支 差 額 △ 12,323 △ 1.6% △ 22,685 △ 2.7% △ 10,363
負債・純資産合計 756,687 100.0% 841,414 100.0% 84,727

注注　�表示された数値以下の端数は個々に四捨五入しているため、差引等の数値と一致しないこと
がある。

表３　基本金組入前当年度収支差額がマイナスの法人数

年　度 集計法人数
（A）

基本金組入前当年度収支
差額がマイナスの法人
法人数（B） 割合（B/A） 

２ 4,880 1,393 28.5%

３ 4,878 1,683 34.5%

４ 4,780 1,985 41.5%

５ 4,683 2,002 42.8%

６ 4,574 1,913 41.8%
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構
成
比
率
を
見
る
と
、
有
形
固
定
資
産
が

２・１
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
61・３
％
と
な
っ

て
お
り
、
施
設
・
設
備
投
資
を
控
え
、
資
産

を
特
定
資
産
や
現
金
預
金
と
し
て
内
部
留
保

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

負
債
及
び
純
資
産
の
部
で
は
、
固
定
負

債
、
流
動
負
債
及
び
基
本
金
の
金
額
が
い
ず

れ
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

主
要
財
務
比
率
で
財
務
分
析
を

◉
都
道
府
県
別
財
務
比
率
（
表
５
）

最
後
に
、
学
校
法
人
が
設
置
す
る
幼
稚
園

部
門
に
つ
い
て
、
事
業
活
動
収
支
計
算
書
関

係
比
率
の
中
か
ら
、
収
入
の
構
成
割
合
を
見

る
た
め
の
学
生
生
徒
等
納
付
金
比
率
、
補
助

金
比
率
、
支
出
の
構
成
割
合
を
見
る
た
め
の

人
件
費
比
率
、
教
育
研
究
（
管
理
）
経
費
比

率
、
収
入
と
支
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
る
た
め

の
人
件
費
依
存
率
、
経
営
状
況
を
見
る
た
め

の
事
業
活
動
収
支
差
額
比
率
を
都
道
府
県
ご

と
に
ま
と
め
ま
し
た
。

各
財
務
比
率
の
見
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
今

日
の
私
学
財
政
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
財
務
比
率
だ
け
で
財
政
や
経
営

を
判
断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、各
学

校
法
人
等
に
お
い
て
、
今
後
の
経
営
改
善
を

進
め
る
際
の
参
考
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー　
私
学
情
報
室

☎
０
３
（
３
２
３
０
）７
８
４
６
～
７
８
４
８

center@
shigaku.go.jp

表５　都道府県別財務比率一覧（幼稚園部門）

区　分 部　門　数 学 生 生 徒 等
納 付 金 比 率 補 助 金 比 率 人 件 費 比 率 人 件 費 依 存 率 教育研究（管理）

経　費　比　率
事業活動収支
差 額 比 率

令和２年度 令和６年度 令和２年度 令和６年度 令和２年度 令和６年度 令和２年度 令和６年度 令和２年度 令和６年度 令和２年度 令和６年度 令和２年度 令和６年度
園 園 % % % % % % % % % % % %

北海道 368 440 8.7 6.6 82.5 85.5 63.3 69.7 726.3 1,056.6 27.1 27.8 13.9 4.4
青 森 98 92 7.8 5.4 84.7 86.6 65.7 69.8 836.7 1,302.3 26.0 27.0 10.9 4.8
岩 手 75 79 11.0 4.8 77.4 83.8 65.0 67.8 587.9 1,425.6 29.7 28.4 6.0 6.6
宮 城 149 135 32.4 18.3 55.8 70.5 61.1 65.5 188.5 357.2 31.9 33.0 10.4 1.4
秋 田 61 59 9.8 7.9 81.6 83.9 66.8 74.1 684.5 941.8 27.4 28.0 6.8 △2.4
山 形 80 69 11.3 7.6 77.9 83.9 64.5 68.5 568.9 906.8 29.9 31.3 9.3 3.1
福 島 123 139 19.4 14.2 67.9 74.4 59.9 63.6 309.2 447.2 32.7 34.2 9.1 6.1
茨 城 185 177 12.0 8.2 77.2 79.9 62.6 65.0 522.2 796.8 28.4 28.4 10.2 9.7
栃 木 167 166 16.5 11.0 77.2 82.2 62.1 66.1 375.7 603.7 28.2 28.5 14.1 5.5
群 馬 110 77 11.5 9.5 82.6 83.5 65.7 67.5 570.0 710.7 29.4 30.2 12.2 4.0
埼 玉 501 501 38.1 27.2 46.0 55.0 62.0 65.2 162.7 239.7 34.0 35.2 5.0 3.1
千 葉 380 316 38.7 26.9 48.3 59.0 62.6 64.5 161.9 239.5 31.1 32.0 7.1 4.0
東 京 541 547 44.1 31.7 42.2 51.3 63.0 64.5 142.9 203.4 30.1 32.9 7.7 6.8
神奈川 536 512 32.0 21.2 56.4 64.8 61.0 63.3 190.8 297.9 29.3 29.9 10.4 7.4
新 潟 97 109 10.4 8.0 82.6 84.1 66.0 67.8 633.1 844.1 27.5 27.3 10.9 5.0
富 山 46 34 11.4 8.7 81.9 85.1 62.8 67.4 549.8 779.4 31.5 33.8 7.9 △1.8
石 川 58 40 21.5 13.5 74.5 78.6 60.4 66.6 281.0 491.9 28.2 32.0 16.7 7.0
福 井 26 29 11.2 11.9 79.4 78.3 60.5 63.7 541.9 534.2 30.6 30.4 8.4 5.6
山 梨 55 54 14.8 11.8 75.9 78.5 61.2 66.5 413.8 565.1 28.6 28.8 14.6 11.4
長 野 85 85 19.6 13.3 71.0 78.1 62.4 67.3 318.3 507.5 29.3 29.5 12.3 4.5
岐 阜 93 83 42.5 36.6 46.8 52.7 62.1 65.7 146.1 179.5 30.4 32.6 8.8 2.7
静 岡 218 200 27.4 15.8 63.2 74.0 63.9 67.7 233.6 428.5 31.7 30.9 8.2 2.1
愛 知 385 386 38.8 28.9 49.8 59.9 61.2 63.2 157.9 219.0 30.6 30.5 9.4 6.7
三 重 60 56 28.1 27.1 58.4 59.3 60.2 63.5 214.6 234.1 31.1 32.2 8.7 4.4
滋 賀 26 29 21.3 17.0 71.3 72.8 67.7 69.6 317.1 410.5 27.9 28.9 5.9 3.7
京 都 143 138 42.5 35.5 43.5 48.0 64.9 70.0 152.6 197.5 33.8 35.9 2.3 △4.5
大 阪 376 378 33.5 27.4 53.0 59.1 60.3 62.2 180.0 227.1 33.1 34.2 7.4 4.7
兵 庫 213 213 32.1 28.9 54.8 57.0 60.2 64.9 187.6 224.3 31.0 30.8 10.3 5.1
奈 良 41 49 50.4 35.8 37.3 54.8 64.9 64.8 128.7 181.1 32.7 33.1 2.4 4.3
和歌山 37 34 25.6 24.3 63.1 64.0 64.2 66.9 250.3 275.2 28.9 30.3 6.6 3.0
鳥 取 25 27 13.2 6.4 73.9 83.3 71.2 72.2 539.3 1,132.9 28.9 28.8 0.2 △0.9
島 根 ８ ９ 8.6 8.5 88.1 87.0 59.9 69.0 697.8 809.6 30.6 25.9 27.7 4.9
岡 山 36 36 20.8 13.9 65.7 69.5 59.7 63.7 286.7 459.7 27.4 27.3 12.4 14.3
広 島 197 148 25.7 13.8 63.4 74.9 61.2 64.9 238.2 469.7 29.8 29.6 11.6 6.8
山 口 103 79 13.1 9.3 75.8 81.3 62.3 66.8 474.9 719.6 27.4 28.7 14.6 7.6
徳 島 10 ９ 30.3 19.5 60.2 68.0 66.2 75.4 218.9 386.7 26.7 27.3 7.1 △2.0
香 川 33 33 20.1 14.5 68.9 73.1 58.7 63.5 291.8 437.8 29.2 29.8 11.9 7.3
愛 媛 75 70 18.2 15.5 71.3 72.8 59.4 64.8 326.1 419.2 30.0 30.1 12.9 4.7
高 知 28 26 12.8 9.5 81.9 81.8 68.5 66.5 535.1 698.3 26.8 29.8 14.2 3.7
福 岡 335 301 35.2 22.3 55.0 65.1 56.4 60.2 160.0 270.5 30.7 32.4 15.4 9.2
佐 賀 79 82 11.7 8.8 80.8 84.2 63.1 65.8 541.3 748.8 27.1 27.3 10.1 8.6
長 崎 106 83 9.8 7.9 81.9 84.1 61.8 68.9 629.2 870.4 26.7 27.6 17.1 7.1
熊 本 97 96 11.1 10.1 84.3 85.5 65.3 67.1 587.4 667.1 24.2 24.5 14.1 12.3
大 分 59 57 16.2 7.2 75.0 84.1 62.1 66.5 382.6 927.0 27.2 25.6 14.2 9.1
宮 崎 97 82 7.5 4.9 83.7 86.1 62.6 64.9 832.5 1,320.6 25.9 25.9 11.1 8.5
鹿児島 128 123 11.6 9.5 78.6 80.9 63.7 67.9 548.4 715.6 24.8 24.9 11.0 7.1
沖 縄 36 25 20.3 12.7 66.8 75.6 62.2 67.9 305.9 533.4 31.1 31.0 12.5 △2.6
全　国 6,785 6,512 28.0 20.0 60.8 67.7 62.0 65.3 221.0 325.5 30.1 30.9 9.8 5.5
注注　部門数は『今日の私学財政』で集計した学校法人が設置する幼稚園数である。
（参考）学生生徒等納付金比率：学生生徒等納付金／経常収入	 人件費依存率：人件費／学生生徒等納付金
　　　 補助金比率：補助金／事業活動収入	 教育研究(管理)経費比率：(教育研究経費＋管理経費)／経常収入
　　　 人件費比率：人件費／経常収入	 事業活動収支差額比率：基本金組入前当年度収支差額／事業活動収入
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◉
久
留
米
工
業
大
学
に
つ
い
て

久
留
米
工
業
大
学
は
福
岡
県
久
留
米
市
に

所
在
し
、
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
久
留
米
駅
か

ら
バ
ス
で
約
20
分
の
と
こ
ろ
に
広
大
な
キ
ャ

ン
パ
ス
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
33
年
に
学
校
法
人
久
留
米
工
業
学
園

と
し
て
設
置
認
可
が
さ
れ
、
昭
和
41
年
に
久

留
米
工
業
学
園
短
期
大
学
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
51
年
に
法
人
名
称
を
学
校
法
人
久

留
米
工
業
大
学
へ
と
改
称
し
、
久
留
米
工
業

大
学
工
学
部
を
設
置
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

令
和
８
年
５
月
１
日
現
在
、
機
械
シ
ス
テ
ム

工
学
科
、
交
通
機
械
工
学
科
、
建
築
・
設
備

工
学
科
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
、
教

育
創
造
工
学
科
の
５
学
科
を
設
置
し
、
約
１

２
０
０
人
の
学
生
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

「
人
間
味
豊
か
な
産
業
人
の
育
成
」
を
建

学
の
精
神
に
掲
げ
、「『
知
・
情
・
意
』
の
調

和
の
と
れ
た
実
践
的
教
育
」
を
教
育
理
念
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
理
念
は
、
単
に
専
門
知

識
を
教
授
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
実
の
社

会
課
題
を
解
決
す
る
力
、
多
様
な
人
々
と
協

働
す
る
力
、
そ
し
て
豊
か
な
人
間
性
を
備
え

た
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◉
全
学
的
Ａ
Ｉ
教
育
の
導
入
と
Ａ
Ｉ
応
用
研

究
所
の
設
置
に
つ
い
て

Ａ
Ｉ
教
育
・
研
究
に
つ
い
て
は
、
当
初
、

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
を
中
心
に
、
機

械
学
習
や
画
像
処
理
に
関
す
る
教
育
・
研
究

を
一
部
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

Society5
.0

や
Ｄ
Ｘ
の
進
展
に
伴
い
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
Ａ
Ｉ
活
用
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
今
後
さ
ら
な
る
Ａ
Ｉ
人
材
不
足
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
Ａ
Ｉ
を
使
え
る

技
術
者
」
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
ま

し
た
。

そ
こ
で
、
約
１
年
間
か
け
て
、
教
育
内
容

を
検
討
し
、
２
年
度
か
ら
、
単
に
Ａ
Ｉ
の
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、

「
地
域
課
題
を
Ａ
Ｉ
で
解
決
す
る
」
と
い
う

実
践
的
教
育
へ
と
教
育
内
容
を
発
展
さ
せ
る

久留米工業大学のキャンパス

と
と
も
に
、
情
報
系
学
生
に
限
ら
ず
、
全
学

生
を
対
象
と
し
ま
し
た
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
文
部
科
学
省
の
Ａ
Ｉ

戦
略
や
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
参
考
に
検
討
し
、
４
年
度
に
は
、
九
州
の

私
立
大
学
で
唯
一
、
文
部
科
学
省
の
数
理
・

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
認
定
制
度
「M

D
A

SH
 A

dvanced 
Literacy+

（
プ
ラ
ス
）」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
２
年
４
月
か
ら
、
学
部
横
断
的
に

教
育
・
研
究
・
地
域
連
携
を
推
進
す
る
体
制

を
整
備
す
る
た
め
に
、
Ａ
Ｉ
応
用
研
究
所
を

設
置
し
ま
し
た
。

◉
６
年
一
貫
課
題
解
決
型
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
つ
い
て

久
留
米
工
業
大
学
で
は
、
学
部
１
年
次
の

Ａ
Ｉ
基
礎
教
育
を
起
点
と
し
て
、
大
学
２
年

次
か
ら
大
学
院
ま
で
、
継
続
的
に
地
域
課
題

解
決
型
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（Project B

ased 
Learning

）を
経
験
で
き
る
６
年
一
貫
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
体
系
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
全

学
必
修
科
目
で
あ
る
Ａ
Ｉ
概
論
（
学
部
１
年

生
後
期
）
と
Ａ
Ｉ
活
用
演
習
（
学
部
２
年
生

前
期
）
が
こ
の
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

核
を
な
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
工
学
系
学
生

が
社
会
実
装
を
行
う
際
に
不
可
欠
と
な
る
実

践
的
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
重
点
を
置
い
た
教

育
が
特
長
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
生
は
単

な
る
知
識
の
修
得
に
留
ま
ら
ず
、
実
際
に
Ａ

Ｉ
技
術
を
駆
使
し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
Ａ
Ｉ
基
礎
力
、
す
な
わ
ち
Ａ
Ｉ
を
使
っ
て

課
題
を
発
見
す
る
力
、
Ａ
Ｉ
を
設
計
す
る

力
、
Ａ
Ｉ
を
社
会
実
装
す
る
力
を
修
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｐ
Ｂ
Ｌ
は
、
学
部
２
年
次
前
期
の
Ａ
Ｉ
実

践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
か
ら
始
ま
り
、
Ａ
Ｉ
実

践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ
・
Ⅲ
、
も
の
づ
く
り
実

践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
そ
し
て
４
年
次
の
卒
業

研
究
、
さ
ら
に
大
学
院
研
究
や
企
業
と
の
共

同
研
究
へ
と
段
階
的
に
高
度
化
し
、
６
年
一

貫
課
題
解
決
型
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
構
築
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
生

自
身
が
、
興
味
や
専
門
分
野
に
応
じ
た
地
域

課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通
し
て

専
門
領
域
で
の
Ａ
Ｉ
応
用
技
術
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

Ｐ
Ｂ
Ｌ
で
取
り
組
む
課
題
は
、
Ａ
Ｉ
応
用

研
究
所
に
寄
せ
ら
れ
た
地
域
の
企
業
や
自
治

体
か
ら
の
技
術
相
談
を
基
に
、
継
続
テ
ー
マ

と
新
規
テ
ー
マ
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が

ら
、
半
期
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
期
間
内
に
一
定
の
成
果

や
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
構
築
が
見
込
め
る
課
題

を
選
定
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｂ
Ｌ
開
始
当
初
は
、
久
留
米
・
筑
後
地

域
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
、
京
都
府
亀
岡
市
や
長
崎
県
五
島
市

の
遠
隔
地
域
か
ら
も
相
談
が
寄
せ
ら
れ
、
対

象
地
域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
京
都
府
亀
岡

市
で
は
、「
骨
格
検
出
Ａ
Ｉ
に
よ
る
万
願
寺

ト
ウ
ガ
ラ
シ
認
識
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」、
長

崎
県
五
島
市
で
は
、「
訪
問
介
護
イ
ン
シ
デ

ン
ト
報
告
書
作
成
支
援
」
に
つ
い
て
取
り
組

み
ま
し
た
。

Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
テ
ー
マ
数
は
、
開
始
初
年
度
で

第 22回

学
校
法
人
久
留
米
工
業
大
学
　
久
留
米
工
業
大
学

地
域
課
題
を
Ａ
Ｉ
で
解
決
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

～
産
学
連
携
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
よ
る
人
材
育
成
～
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あ
る
３
年
度
は
６
テ
ー
マ
、
４
年
度
は
10

テ
ー
マ
、
５
年
度
、
６
年
度
は
14
テ
ー
マ
、

７
年
度
は
16
テ
ー
マ
と
年
々
増
加
し
て
い
ま

す
。
毎
年
度
開
催
す
る
Ｐ
Ｂ
Ｌ
成
果
発
表
会

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
ご
と
に
実
際
に

取
り
組
ん
だ
学
生
が
、
課
題
の
内
容
、
そ
の

課
題
に
対
す
る
解
決
内
容
や
利
用
技
術
に
つ

い
て
発
表
し
て
い
ま
す
。

◉
大
学
院
「
高
度
Ａ
Ｉ
コ
ー
オ
プ
実
践
」
の

設
置
に
つ
い
て

６
年
度
か
ら
大
学
院
に
お
い
て
高
度
Ａ
Ｉ

コ
ー
オ
プ
実
践
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・
Ⅳ
を
新
設
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
通
し
て
修
得

し
た
Ａ
Ｉ
応
用
技
術
や
情
報
技
術
を
生
か
し

て
企
業
の
課
題
解
決
に
有
償
で
取
り
組
む
コ
ー

オ
プ
教
育
（C
ooperative Education

）

の
し
く
み
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
学
生
は
企
業
の
実
務

的
な
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
そ
の
業
務
の

対
価
と
し
て
給
与
を
受
け
な
が
ら
、
専
門
性

や
実
践
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
経

済
的
理
由
か
ら
大
学
院
進
学
を
た
め
ら
っ
て

い
た
学
生
に
と
っ
て
も
、
進
学
を
後
押
し
す

る
し
く
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
材

採
用
に
苦
戦
し
て
い
る
中
小
企
業
に
と
っ
て

は
、
専
門
知
識
を
持
つ
大
学
院
生
と
の
協
働

を
通
し
て
、
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
た
め
、「
実
装
に
向
け
た
即
戦
力
と

し
て
期
待
で
き
る
」
等
、
企
業
側
か
ら
も
高

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
経
済
的
な
価
値
を
伴

う
産
学
連
携
を
継
続
し
、
地
域
全
体
の
活
性

化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◉
Ｐ
Ｂ
Ｌ
が
育
む
課
題
解
決
力
と
協
働
力
が

も
た
ら
す
社
会
人
力
に
つ
い
て

Ｐ
Ｂ
Ｌ
を
経
験
し
た
学
生
に
対
し
、
Ｐ
Ｂ

Ｌ
前
後
の
自
己
評
価
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
主
体
性
・
協
働
力
・

課
題
解
決
能
力
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
・
自
己
肯
定
感
等
の
向
上
が
確
認
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
学
生
か
ら
「
自
分
で
課
題
を

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
等
前
向
き
な

声
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

現
実
の
課
題
に
取
り
組
み
、
解
決
策
を
導

き
、
そ
れ
が
社
会
か
ら
評
価
さ
れ
る
と
い
う

体
験
は
、
理
論
学
習
で
は
得
る
こ
と
の
で
き

な
い
こ
と
で
あ
り
、
学
生
を
大
き
く
成
長
さ

せ
て
い
ま
す
。

◉
メ
タ
バ
ー
ス
・
ラ
ボ
の
活
用
に
つ
い
て

多
様
な
参
加
者
と
の
協
働
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
、
時
間
と
場
所
の
制
約
を
超
え
る

場
と
し
て
６
年
度
に
久
留
米
工
業
大
学
独
自

の
３
次
元
仮
想
空
間
「
メ
タ
バ
ー
ス・ラ
ボ
」

を
構
築
し
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
に
連
携
す
る
企
業
や
自

治
体
の
ラ
ボ
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。
メ

タ
バ
ー
ス・ラ
ボ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

遠
隔
地
に
い
る
参
加
者
と
も
、
従
来
の
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
と
は
異
な
る
臨
場
感
を
持
っ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

６
年
度
、７
年
度
に
は
、こ
の
ラ
ボ
内
で
Ｐ

Ｂ
Ｌ
の
課
題
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
簡
単
に
で

き
て
遠
隔
会
議
以
上
に
会
議
に
参
加
し
て
い

る
感
覚
が
あ
っ
た
」等
好
評
で
し
た
。
ま
た
、

８
年
度
に
は
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施

し
、
参
加
者
か
ら
好
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

こ
の
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
の
導
入
は
、
学
生

や
社
会
人
が
先
端
技
術
に
触
れ
な
が
ら
共
同

学
修
す
る
機
会
を
提
供
で
き
る
た
め
、
今
後

も
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

◉
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

学
生
募
集
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
教
育
を
前

面
に
打
ち
出
し
た
こ
と
に
よ
り
、
Ａ
Ｉ
を
学

び
た
い
と
い
う
志
望
理
由
の
学
生
が
徐
々
に

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
「
工
学
＝

も
の
づ
く
り
」
と
い
う
印
象
を
持
た
れ
が
ち

で
す
が
、「
人
を
支
え
る
工
学
」
で
あ
る
こ

と
を
積
極
的
に
発
信
し
、
今
以
上
に
久
留
米

工
業
大
学
で
Ａ
Ｉ
を
学
び
た
い
と
い
う
学
生

が
増
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
女
子
高
校
生
向
け
の
イ
ベ

ン
ト
や
Ａ
Ｉ
体
験
講
座
に
も
力
を
入
れ
、
女

子
の
入
学
者
数
も
増
や
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
は
、
共
同
研
究

先
へ
就
職
し
た
学
生
や
Ａ
Ｉ
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
活
躍
し
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
、
久
留
米
工
業
大
学
で
学
ん
だ

学
生
が
、
地
元
に
就
職
し
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
後
は
、
久

留
米
工
業
大
学
が
掲
げ
る
『A

I W
ell-

being

』
の
考
え
方
、
す
な
わ
ち
Ａ
Ｉ
を
単

な
る
効
率
化
の
道
具
と
し
て
で
は
な
く
、
人

や
地
域
の
幸
福
に
貢
献
す
る
技
術
と
し
て
活

用
す
る
教
育
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

今
後
は
、
久
留
米
・
筑
後
地
域
に
と
ど
ま

ら
ず
、
異
な
る
地
域
の
大
学
や
自
治
体
と
の

連
携
を
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
課
題
と
Ａ

Ｉ
活
用
の
知
見
を
共
有
し
な
が
ら
、
と
も
に

解
決
に
取
り
組
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
Ａ
Ｉ
だ
け
で
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、
学
生

自
身
が
社
会
の
中
か
ら
問
い
を
立
て
、
そ
の

問
い
を
解
決
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
技
術

が
必
要
な
の
か
、
そ
し
て
Ａ
Ｉ
を
ど
こ
で
、

ど
の
よ
う
に
活
用
す
べ
き
な
の
か
を
考
え
る

こ
と
で
す
。
取
材
を
通
し
て
、
Ａ
Ｉ
が
当
た

り
前
に
な
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
Ａ
Ｉ
を
使

う
力
だ
け
で
な
く
、「
問
い
を
立
て
、
考
え
、

社
会
に
実
装
す
る
力
」
を
育
て
る
教
育
を
、

こ
れ
か
ら
も
久
留
米
工
業
大
学
で
実
践
し
て

い
く
と
い
う
強
い
意
思
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

【
取
材
】
私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

PBL 成果発表会の様子



令和８年 1 1 月１日　第 3 4 7 号

6

助
成
業
務

２
０
２
３
年
度 

若
手
研
究
者
奨
励
金
受
賞

 ［
研
究
課
題
］

膵
固
有
細さ

い
菌き
ん
叢そ
う
と
腸
内
細
菌
、
合
併
症
と

の
関
連
性
の
解
析

―
―
本
奨
励
金
は
ど
の
よ
う
に
役
立
ち
ま
し
た
か
。

私
は
消
化
器
外
科
医
と
し
て
、
膵
頭
十
二

指
腸
切
除
術
後
の
重
篤
な
合
併
症
で
あ
る
膵す

い

液え
き
瘻ろ
う
に
、
細
菌
が
ど
の
よ
う
に
関
与
す
る
か

を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
着
想
は
臨
床
現
場

で
得
た
も
の
の
、
膵
組
織
や
便
検
体
の
細
菌

叢
を
調
べ
る
シ
ー
ケ
ン
ス
解
析
に
は
費
用
が

か
か
り
、
予
備
デ
ー
タ
を
得
ら
れ
な
い
こ
と

が
大
き
な
壁
で
し
た
。
奨
励
金
に
よ
り
初
期

症
例
の
解
析
や
検
体
採
取
に
必
要
な
物
品
を

整
備
で
き
、
膵
組
織
内
の
細
菌
を
検
討
す
る

第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

︱
―
本
奨
励
金
の
受
賞
を
き
っ
か
け
に
、
研

究
環
境
等
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

最
も
大
き
な
変
化
は
、
資
金
面
に
加
え
、

研
究
の
可
能
性
を
第
三
者
に
認
め
て
い
た
だ

け
た
こ
と
で
す
。
個
人
的
な
疑
問
と
し
て
捉

え
ら
れ
が
ち
だ
っ
た
テ
ー
マ
が
、
取
り
組
む

価
値
の
あ
る
研
究
と
し
て
周
囲
に
も
共
有
さ

れ
ま
し
た
。
後
輩
医
師
や
学
内
の
協
力
者
が

加
わ
り
、臨
床
検
体・デ
ー
タ
の
収
集
、シ
ー

ク
エ
ン
サ
ー
に
よ
る
解
析
、
走
査
電
子
顕
微

鏡
に
よ
る
観
察
を
連
携
し
て
進
め
る
体
制
が

整
い
ま
し
た
。
多
忙
な
診
療
の
中
で
、
当
直

明
け
に
も
研
究
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
後
輩
の

存
在
は
大
き
な
支
え
で
し
た
。

︱
―
研
究
者
と
し
て
成
長
（
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
）
で
き
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

臨
床
上
の
疑
問
を
検
証
可
能
な
仮
説
に
変

え
、
研
究
計
画
を
立
て
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

を
学
会
や
研
究
費
申
請
で
説
明
す
る
一
連
の

過
程
を
経
験
で
き
た
こ
と
で
す
。
外
科
医
と

し
て
診
療
す
る
だ
け
で
な
く
、
目
の
前
の
問

題
を
将
来
の
患
者
さ
ん
の
治
療
改
善
に
つ
な

げ
る
こ
と
も
臨
床
医
の
役
割
だ
と
実
感
し
ま

し
た
。
ま
た
、
研
究
を
他
分
野
の
研
究
者
に

伝
え
、
協
力
を
得
る
力
も
身
に
つ
い
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

︱
―
奨
励
金
で
実
施
し
た
研
究
経
験
が
現
在

の
研
究
に
つ
な
が
っ
て
い
る
点
や
、
別
の

研
究
費
補
助
獲
得
の
基
礎
と
な
っ
た
等
の

事
例
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

初
期
解
析
で
は
膵
組
織
内
の
細
菌
を
同
定

し
、
膵
液
瘻
を
生
じ
た
症
例
で
は
細
菌
叢
の

構
成
が
異
な
る
可
能
性
を
見
い
だ
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
抜
去
し
た
ド
レ
ー
ン
内
部
を

観
察
し
、
細
菌
付
着
や
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
形

成
を
確
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
予
備
デ
ー

タ
を
基
礎
と
し
て
、
２
０
２
４
年
度
科
学
研

究
費
助
成
事
業
の
若
手
研
究
に
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
蓄
積
し
た
症
例
の
培
養

デ
ー
タ
解
析
と
、
ド
レ
ー
ン
先
端
の
走
査
電

子
顕
微
鏡
に
よ
る
検
討
へ
研
究
を
拡
大
し
て

い
ま
す
。
奨
励
金
が
、
探
索
研
究
か
ら
次
の

競
争
的
研
究
費
、
そ
し
て
よ
り
大
き
な
臨
床

研
究
へ
進
む
橋
渡
し
と
な
り
ま
し
た
。

︱
―
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

膵
液
瘻
の
発
症
や
重
症
化
に
細
菌
叢
と
バ

イ
オ
フ
ィ
ル
ム
が
関
与
す
る
機
序
を
明
ら
か

に
し
、
合
併
症
の
予
測
、
ド
レ
ー
ン
管
理
、

バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
を
抑
制
す
る
手
術
材
料
や

治
療
法
の
開
発
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
は
総
合
・
救
急
診
療
科
へ
異
動

し
ま
し
た
が
、
外
科
で
始
め
た
本
研
究
は
現

在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
外
科
、
感
染
症
、

総
合
診
療
、
救
急
と
い
う
複
数
の
視
点
を
生

か
し
、
臨
床
現
場
で
生
じ
る
疑
問
を
研
究
に

変
え
、
患
者
さ
ん
に
還
元
で
き
る
研
究
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

︱
―
本
奨
励
金
に
つ
い
て
、
後
に
続
く
研
究

者
に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

本
奨
励
金
は
、
完
成
し
た
研
究
に
対
す
る

褒
賞
で
は
な
く
、
研
究
を
次
の
段
階
へ
進
め

る
た
め
の
「
出
発
点
」
だ
と
思
い
ま
す
。
日

常
の
診
療
や
教
育
と
研
究
を
両
立
す
る
中
で

は
、
成
果
が
出
ず
、
自
信
を
失
う
時
期
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
最
初
の
小
さ
な
デ
ー
タ

が
研
究
の
説
得
力
を
高
め
、
新
し
い
協
力
者

や
次
の
研
究
費
に
つ
な
が
り
ま
す
。
完
璧
な

環
境
が
整
う
の
を
待
た
ず
、
臨
床
で
抱
い
た

疑
問
を
大
切
に
し
て
、
一
歩
を
踏
み
出
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︱
―
ご
支
援
い
た
だ
い
た
寄
付
者
の
皆
様
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

研
究
の
初
期
段
階
は
成
果
が
保
証
さ
れ

ず
、
公
的
研
究
費
を
得
る
た
め
の
予
備
デ
ー

タ
さ
え
準
備
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
支
援
は
、
研
究
費
と
し
て
だ

け
で
な
く
、「
こ
の
研
究
を
進
め
て
よ
い
」

と
い
う
大
き
な
励
ま
し
に
な
り
ま
し
た
。
い

た
だ
い
た
機
会
を
、
手
術
合
併
症
に
苦
し
む

患
者
さ
ん
を
一
人
で
も
減
ら
す
成
果
へ
結
び

つ
け
る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
責
務
で
す
。
将

来
の
医
療
の
可
能
性
に
投
資
し
て
く
だ
さ
っ

た
寄
付
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

若
手・女
性
研
究
者
奨
励
金

受
賞
者
の
今

　
私
学
事
業
団
で
は
、
私
立
大
学
の
教
育
・

研
究
の
次
世
代
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育

成
を
目
的
と
し
た
「
若
手
・
女
性
研
究
者
奨

励
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
過
年
度
の
受
賞
者
の

皆
様
の
今
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

手術の様子（平井先生（右））

平井　隆仁　先生
（昭和医科大学医学部

准教授）

　　　 （ひらい　たかひと）
　2011年昭和大学卒業（医学博士）消
化器・肝胆膵外科医として、膵切除後
膵液瘻と細菌叢・バイオフィルムの関
連を研究。現在は総合・救急診療科へ
異動し、臨床業務と並行して同研究
を継続している。
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助
成
業
務

２
０
２
３
年
度 

女
性
研
究
者
奨
励
金
受
賞

 ［
研
究
課
題
］

社
会
と
の
関
係
構
築
に
お
け
る
補
完
と
し

て
の
難
民
の
高
等
教
育
の
役
割

―
―
本
奨
励
金
は
ど
の
よ
う
に
役
立
ち
ま
し
た
か
。

２
０
２
２
年
に
現
職
に
就
く
ま
で
は
、
い

く
つ
か
の
大
学
・
短
大
、
研
究
所
で
、
非
常

勤
の
講
師
や
研
究
員
を
務
め
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
間
、
出
産
・
育
児
に
よ
っ
て
研
究

に
力
を
注
げ
な
い
時
期
も
あ
り
、
け
っ
し
て

順
調
で
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
堅
実
に
研
究

活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
奨
励
金

は
、
こ
の
よ
う
な
経
歴
の
私
に
と
っ
て
、
新

た
な
研
究
課
題
へ
一
歩
を
踏
み
出
す
大
き
な

心
の
支
え
と
推
進
力
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

女
性
研
究
者
奨
励
金
が
年
齢
制
限
を
設
け
て

い
な
い
こ
と
は
、
過
去
の
実
績
や
ブ
ラ
ン
ク

に
と
ら
わ
れ
ず
、
現
在
の
研
究
課
題
が
持
つ

独
創
性
や
価
値
を
純
粋
に
評
価
し
て
い
た
だ

け
る
と
い
う
大
き
な
希
望
と
な
り
ま
し
た
。

―
―
本
奨
励
金
の
受
賞
を
き
っ
か
け
に
、
研

究
環
境
等
に
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
。

そ
れ
ま
で
の
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す
る
移

民・難
民
問
題
の
研
究
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、

新
た
に
「
難
民
の
高
等
教
育
支
援
」
と
い
う

時じ

宜ぎ

に
か
な
っ
た
テ
ー
マ
へ
思
い
切
っ
て
取

り
組
む
た
め
の
基
盤
が
整
い
ま
し
た
。
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
、
日
本
で

も
大
学
等
で
の
避
難
民
受
け
入
れ
が
身
近
な

課
題
と
な
る
中
、
自
身
の
研
究
の
社
会
的
意

義
を
再
確
認
し
、
着
実
に
業
績
を
積
み
上
げ

る
こ
と
が
で
き
、
勤
務
し
て
い
る
研
究
所
の

難
民
研
究
講
座
で
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た

す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

―
―
研
究
者
と
し
て
成
長
（
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
）
で
き
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

本
奨
励
金
の
受
賞
に
よ
っ
て
、
自
信
を

も
っ
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
や
共
同
研
究
に

も
挑
戦
す
る
な
ど
、
い
っ
そ
う
積
極
的
に
研

究
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、難
民
を「
社
会
に
貢
献
す
る
主
体
」

へ
と
捉
え
直
す
視
点
を
得
た
こ
と
、
難
民
受

け
入
れ
に
高
等
教
育
が
「
補
完
的
な
ル
ー

ト
」
と
し
て
機
能
す
る
可
能
性
を
提
示
で
き

た
こ
と
は
、
自
身
の
視
野
を
広
げ
、
独
自
の

課
題
設
定
能
力
を
高
め
る
契
機
と
な
り
ま
し

た
。
難
民
支
援
の
先
進
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
、

カ
ナ
ダ
、ト
ル
コ
、そ
し
て
日
本
を
比
較
し
、

難
民
の
高
等
教
育
支
援
の
歴
史
的
・
政
策
的

意
義
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
を
大
き
く
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
奨
励
金
で
実
施
し
た
研
究
経
験
が
現
在

の
研
究
に
つ
な
が
っ
て
い
る
点
や
、
別
の

研
究
費
補
助
獲
得
の
基
礎
と
な
っ
た
等
の

事
例
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
受
給
期
間
中
に
着
実
に
実
績
を
積
み

重
ね
、
研
究
を
発
展
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
土

台
と
な
り
、
今
年
度
、
本
研
究
を
進
展
さ
せ

た
研
究
課
題
で
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
以

下
「
科
研
費
」
と
い
い
ま
す
）
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
適
切
な
時
期
に
い
た

だ
い
た
適
切
な
ご
支
援
が
、
現
在
の
キ
ャ
リ

ア
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
は
、
本
奨
励
金
で
基
礎
を
築
き
、
科

研
費
の
獲
得
に
よ
っ
て
発
展
の
機
会
を
得
た

研
究
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

来
年
度
に
は
、
ド
イ
ツ
と
ウ
ィ
ー
ン
に
短

期
調
査
に
赴
く
予
定
で
す
。
多
様
な
難
民
受

け
入
れ
の
あ
り
方
と
高
等
教
育
の
果
た
す
役

割
を
国
際
比
較
か
ら
明
ら
か
に
し
、
持
続
可

能
な
共
生
社
会
の
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
学
術
分
野
の
み
な
ら
ず
社

会
全
体
に
対
し
て
有
意
義
な
還
元
が
で
き
る

よ
う
、
今
後
も
研
究
活
動
に
邁
進
す
る
所
存

で
す
。

―
―
本
奨
励
金
に
つ
い
て
、
後
に
続
く
研
究

者
に
伝
え
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
研
究
の
停
滞
や

ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
て
も
、
現
在
の
研
究
の
価

値
と
独
創
性
、
そ
し
て
将
来
の
可
能
性
を
評

価
し
応
援
し
て
く
だ
さ
る
の
が
、
本
奨
励
金

だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
年
齢
や
環
境
に
と

ら
わ
れ
ず
、
ご
自
身
の
研
究
の
社
会
的
意
義

を
信
じ
て
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
研

究
活
動
が
実
り
多
き
も
の
と
な
る
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

―
―
ご
支
援
い
た
だ
い
た
寄
付
者
の
皆
様
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付
企
業
の
皆
様
、
支
援
者
の
皆
様
、
関

係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
様
の
ご
支
援
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
イ

フ
イ
ベ
ン
ト
に
直
面
す
る
女
性
研
究
者
が
、

社
会
に
貢
献
す
る
研
究
を
継
続
し
、
発
展
さ

せ
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
多
角

的
な
視
点
か
ら
温
か
く
研
究
を
支
え
て
く
だ

さ
る
ご
厚
意
に
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

蔦木　文湖　先生
（創価大学平和問題研究所

助教）

　　　 （つたき　ふみこ）
　ヨーロッパ、特にドイツにおける
移民の社会統合政策と多文化社会の
問題、日本を含む各国の難民の高等
教育の役割を研究。大学・短大、研究
所で非常勤の講師や研究員を務め、
2022年より現職。

共同研究に関する意見交換の様子（蔦木先生（左））

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

助
成
部　
寄
付
金
課

☎
０
３
（
３
２
３
０
）
７
３
１
６
・
７
３
１
９

kifukin@
shigaku.go.jp

　
若
手
・
女
性
研
究
者
奨

励
金
は
、
皆
様
の
寄
付
に

よ
っ
て
成
り
立
つ
取
り
組

み
で
す
。

　

ぜ
ひ
、未
来
を
つ
く
る

若
手
・
女
性
研
究
者
の
た

め
に
、
皆
様
の
思
い
と
と

も
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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助
成
業
務

◉
新
園
舎
の
建
設

６
年
前
、
私
学
事
業
団
の
融
資
を
利
用
し

て
、
新
園
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
頃

で
、
完
成
が
予
定
よ
り
２
か
月
遅
れ
ま
し

た
。
多
く
の
方
々
の
努
力
に
よ
っ
て
何
と
か

完
成
に
こ
ぎ
つ
け
、
こ
の
園
舎
で
園
児
も
職

員
も
楽
し
く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

園
舎
と
ホ
ー
ル
は
丸
い
形
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー

の
「
自
然
界
に
直
線
は
存
在
し
な
い
」
と
い

う
考
え
に
共
感
し
た
か
ら
で
す
。
直
線
で
で

き
た
都
会
の
ビ
ル
に
は
、
ほ
っ
と
一
息
つ
く

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
曲
線
で
で
き
た
部

屋
が
作
ら
れ
て
い
る
、
と
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
直
線
ば
か
り
に
囲
ま
れ
て
い
る

と
、
人
は
委
縮
し
、
疲
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

園
舎
の
周
囲
に
は
田
ん
ぼ
や
畑
が
あ
り
ま

す
が
、
区
画
は
人
工
的
に
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
窓
越
し
に
見
え
る
山
に
は
、
風
力
発
電

用
の
風
車
が
何
基
も
建
っ
て
い
ま
す
。
乳
幼

児
期
の
こ
ど
も
た
ち
に
は
、
人
工
的
な
も
の

よ
り
、
曲
線
の
多
い
自
然
を
直
に
感
じ
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

園
庭
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
井
戸
水
を

汲
み
上
げ
る
手
押
し
ポ
ン
プ
を
設
置
し
て
、

こ
ど
も
た
ち
が
自
由
に
水
遊
び
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。業
者
の
方
か
ら
は
、「
10
年
前

に
近
く
で
井
戸
を
掘
っ
た
け
れ
ど
、
10
メ
ー

ト
ル
掘
っ
て
も
水
が
出
な
か
っ
た
。
こ
こ
も

き
っ
と
出
な
い
だ
ろ
う
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
説
得
し
て
掘
っ
て
い
た
だ
い

た
結
果
、
５
・
５
メ
ー
ト
ル
掘
っ
た
と
こ
ろ

か
ら
水
が
出
て
き
ま
し
た
。

創
立
70
周
年
を
記
念
す
る
行
事
は
コ
ロ
ナ

に
よ
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、植
栽
や
パ
ー

ゴ
ラ
（
日
陰
棚
）
作
り
を
記
念
事
業
と
し
、

海
砂
と
川
砂
の
２
種
類
の
砂
場
と
井
戸
水

で
、園
児
は
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
ま
す
。

◉
幼
小
の
連
携
・
接
続

数
年
前
か
ら
、
園
児
が
主
体
的
に
夢
中
に

な
っ
て
遊
ぶ
姿
を
求
め
な
が
ら
研
修
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
ア
プ
ロ
ー
チ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。昨
年
度
、

島
根
県
の
幼
小
連
携
・
接
続
の
た
め
の
推
進

市
と
し
て
出
雲
市
が
指
定
さ
れ
、
市
内
で

は
、
本
園
が
位
置
し
て
い
る
中
学
校
区
が
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
学
校
区
に
は
公
立

の
小
学
校
が
３
校
、
幼
児
教
育
施
設
と
し
て

は
公
立
の
幼
稚
園
が
１
園
、
そ
し
て
私
立
の

認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
の
本
園
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
指
定
を
受
け
て
、
昨
年
度
か
ら
架

け
橋
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
の
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
持
ち
寄
り
、
協

議
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
末
に
は
、

中
学
校
区
と
し
て
の
「
架
け
橋
期
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。
今
年

度
は
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ベ
ー
ス
に
し

て
、
幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
秋
に
は
本
園
で
の
公
開
保

育
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
よ
り
、
近
く
の
小
学
校
と
の

関
わ
り
が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
、
一
層
密
接
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
夏
休
み
に
は
３
日
か
け

て
、
小
学
校
の
先
生
方
が
全
員
、
園
の
保
育

に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
単
に
見
学

す
る
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
別
々
の
ク

ラ
ス
に
入
っ
て
、
園
の
職
員
と
一
緒
に
な
っ

て
園
児
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
日
の

保
育
の
中
で
の
気
づ
き
を
担
任
と
共
有
し
ま

し
た
。
９
月
に
は
本
園
の
年
長
担
任
が
、
小

学
校
１
年
生
の
授
業
に
関
わ
り
ま
し
た
。
こ

の
授
業
に
関
わ
る
活
動
は
、
２
年
前
か
ら
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
が
こ
ど
も
た
ち

の
成
長
の
た
め
に
、
少
し
で
も
有
効
な
事
業

に
な
る
よ
う
、
今
後
も
幼
小
の
関
わ
り
を
深

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◉
気
づ
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

こ
の
夏
も
、
い
く
つ
か
の
研
修
を
受
け
ま

し
た
。
ど
の
研
修
も
刺
激
的
で
、
深
い
学
び

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
に
、「
気
づ
き

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は「
集

中
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
「『
ぼ
ー
っ
と
』ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
切
り
替
え
る
こ

と
で
、
創
造
的
思
考
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
育

つ
と
い
う
も
の
で
、
小
学
校
に
上
が
る
ま
で

に
築
く
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
集
中
し
て
遊
び
込
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

大
切
な
こ
と
で
す
が
、
時
に
は
「
ぼ
ー
っ
と

す
る
」
時
間
も
、
脳
の
発
達
の
た
め
に
は
重

要
だ
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
大
人
に

も
言
え
る
こ
と
で
す
。
私
は
、
辰
濃
和
男
著

『
ぼ
ん
や
り
の
時
間
』（
岩
波
新
書
）
を
時
々

開
い
て
い
ま
す
。
ぼ
ん
や
り
が
脳
を
休
め
て

く
れ
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ス
イ
ッ
チ
を

オ
ン
、
オ
フ
す
る
こ
と
で
、
こ
ど
も
た
ち
の

柔
ら
か
い
脳
は
成
長
し
、
大
人
の
硬
直
し
た

脳
も
刺
激
を
受
け
る
の
で
す
。

現
在
、
幼
児
教
育
に
関
す
る
三
つ
の
要

領
・
指
針
の
改
訂
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
頭
を
柔
ら
か
く
し
て
、
こ
ど
も

た
ち
と
の
毎
日
の
生
活
を
、
も
っ
と
楽
し
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
谷　
正
文（
に
し
た
に　
ま
さ
ふ
み
）

　
平
成
９
年
に
園
長　
平
成
19
年
に
理

事
長
に
就
任
し　
現
在
に
至
る

連 

載 

�

新
園
舎
で
、こ
れ
か
ら
の
幼
児
教
育
を
考
え
る

魅力あふれる学校づくりを目指して魅力あふれる学校づくりを目指して

園庭の手押しポンプで水遊び

西 

谷
　
正 

文

学
校
法
人
光
幼
稚
園
　
理
事
長

認
定
こ
ど
も
園
光
幼
保
園
　
園
　
長
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共
済
業
務

掛
金
等
調
整
制
度
の
手
続
き

業
務
部　
掛
金
課

掛
金
等
調
整
制
度
（
こ
れ
ま
で
は
「
保
険

料
調
整
制
度
」
と
い
う
名
称
で
ご
案
内
し
て

い
ま
し
た
）
は
、
新
た
に
加
入
者
と
な
る
短

時
間
労
働
者
の
掛
金
等
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
令
和
８
年
10
月
１
日
よ
り
新
た
に
導

入
さ
れ
た
制
度
で
す
。
学
校
法
人
等
が
私
学

事
業
団
に
申
し
出
て
か
ら
通
算
３
年
間
の
掛

金
等
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
学
校
法
人

等
に
は
加
入
者
に
か
か
る
軽
減
分
を
一
時
的

に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
一
定
期
間

経
過
後
に
掛
金
等
の
異
動
減
額
で
調
整
す
る

た
め
、
最
終
的
に
学
校
法
人
等
が
納
付
す
る

掛
金
等
が
折
半
負
担
額
を
超
え
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
加
入
者
が
将
来
受
け
取

る
年
金
額
に
も
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
賞
与
等
に
か
か
る
掛
金
等
は
対
象

外
で
す
。

対
象
と
な
る
学
校
法
人
等

①�

施
行
日
（
８
年
10
月
１
日
）
以
降
、
任
意

特
定
学
校
法
人
等
（
通
常
加
入
者
が
50
人

以
下
の
学
校
法
人
等
が
労
使
の
合
意
を
得

て
、
短
時
間
労
働
者
を
私
学
共
済
制
度
に

適
用
さ
せ
る
）
と
な
っ
た
学
校
法
人
等

注注��　
８
年
９
月
30
日
以
前
に
任
意
特
定
学
校

法
人
等
と
な
っ
た
学
校
法
人
等
は
対
象
外

②�

学
校
法
人
等
の
規
模
要
件
の
段
階
的
引
き

下
げ
（
※※
）
に
伴
い
、
短
時
間
労
働
者
が

新
た
に
加
入
対
象
と
な
っ
た
学
校
法
人
等

※※��　
現
在
「
50
人
を
超
え
る
」
と
さ
れ
て
い

る
学
校
法
人
等
の
規
模
要
件
が
令
和
９
年

10
月
か
ら
段
階
的
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
加
入
者

標
準
報
酬
月
額
が
12
万
６
０
０
０
円
以
下

の
短
時
間
労
働
加
入
者

期
間
及
び
増
加
負
担
割
合
（
掛
金
等

調
整
額
）

加
入
者
の
負
担
軽
減
に
よ
る
学
校
法
人
等

の
増
加
負
担
割
合
は
、対
象
と
な
る
加
入
者
の

標
準
報
酬
月
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。制
度
利

用
３
年
目
に
増
加
負
担
割
合
は
半
減
し
ま
す
。

手
続
き

掛
金
等
調
整
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、
学
校
法
人
等
が
本
制
度
の
利
用
が
可
能

と
な
っ
た
日
か
ら
２
年
が
経
過
し
た
日
が
属

す
る
月
の
前
月
ま
で
に
、
学
校
法
人
等
か
ら

私
学
事
業
団
へ
本
制
度
を
開
始
す
る
旨
の
申

し
出
が
必
要
で
す
。
な
お
、
学
校
ご
と
で
は

な
く
、
学
校
法
人
等
全
体
で
の
申
し
出
と
な

る
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
８
年
10
月
１
日
か
ら
９
年
９
月
30

日
ま
で
の
間
は
、
施
行
日
以
降
に
任
意
特
定

学
校
法
人
等
と
な
っ
た
場
合
の
み
申
し
出
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
出
る
際
は
、
次
の
申
出
書
等
に
記
入

の
う
え
、
任
意
特
定
学
校
法
人
等
に
な
る
と

同
時
に
本
制
度
を
申
し
出
る
学
校
法
人
等
は

①
と
②
を
、
②
を
提
出
し
た
あ
と
、
本
制
度

の
み
申
し
出
る
学
校
法
人
等
は
①
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◉
提
出
書
類

①�

「
掛
金
等
調
整
（
開
始
・
停
止
解
除
）
申

出
書
DL
」

②�

「【
任
意
】
特
定
学
校
法
人
等
該
当
届
書

DL
」

注注��　
②
は
同
一
の
学
校
法
人
等
が
設
置
す
る

学
校
（
学
校
番
号
）
ご
と
に
作
成
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

制
度
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
私
学
共
済

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
私
学
共
済
事
業
の
ご
案
内

▼
資
格
と
掛
金
等
▼
掛
金
等
と
は
▼
掛
金
等

調
整
制
度
〕
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特
定
減
額
特
例
対
象
者
の
資
格

取
得�

�

（
令
和
８
年
10
月
１
日
実
施
）

業
務
部　
資
格
課

８
月
号
及
び
「
短
時
間
労
働
者
に
対
す
る

被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
と
保
険
料
調
整
制

度
の
創
設
に
つ
い
て
」（
８
年
９
月
１
日
付

け
私
共
資
第
１
６
１
号
）
で
す
で
に
お
知
ら

せ
し
て
い
る
と
お
り
、
最
低
賃
金
法
第
７
条

（
最
低
賃
金
の
減
額
特
例
）
の
適
用
を
受
け

る
短
時
間
労
働
者
の
う
ち
、
月
額
の
賃
金
が

８
万
８
０
０
０
円
未
満
の
人
（「
特
定
減
額

特
例
対
象
者
」
と
い
い
ま
す
）
は
、
原
則
と

し
て
資
格
取
得
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
が
、

新
た
に
特
例
規
定
が
設
け
ら
れ
、
対
象
者
本

人
が
学
校
法
人
等
を
通
し
て
申
し
出
る
こ
と

で
、
任
意
で
短
時
間
労
働
加
入
者
と
し
て
資

格
取
得
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

◉
任
意
資
格
取
得
の
手
続
き
方
法

「
資
格
取
得
報
告
書
（
短
時
間
労
働
加
入

者
用
）DL
」
に
「
特
定
減
額
特
例
対
象
者
資

格
取
得
申
出
書
DL
」
を
添
付
し
て
学
校
法
人

等
経
由
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
手
続
き
に
よ
り
加
入
者
に

な
っ
た
人
は
、
申
し
出
に
よ
り
資
格
喪
失
を

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。そ
の
場
合
は
、「
資

格
喪
失
報
告
書
DL
」
に
「
特
定
減
額
特
例
対

象
者
資
格
喪
失
申
出
書
DL
」
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
短

時
間
労
働
加
入
者
に
か
か
る
手
続
き
〕
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

特定学校法人等の規模要件

現在 51人以上

9年10月から 36人以上

11年10月から 21人以上

14年10月から 11人以上

17年10月から
学校法人等の
規模要件の�
撤廃

学校法人等負担分の増加負担割合
標準報酬
月額

1・２年
目 ３年目

 88,000円 25/100 12.5/100

 98,000円 20/100 　10/100

104,000円 14/100 　 7/100

110,000円  9/100 　4.5/100

118,000円  5/100 　2.5/100

126,000円  2/100 　 1/100

DLマークが付いている用紙は、私学共済ホームページ〔様式用紙等ダウンロード〕からダウンロードできます。
短時間労働加入者にかかる手続き　�https://www.pmac.shigaku.go.jp/annai/shikaku/kanyusya/kanyusya_02/detail/kanyusya_02_02.html
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共
済
業
務

　
患
者
負
担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改

善
に
資
す
る
た
め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
後
発
医
薬
品
）
の
使
用
促
進
を
目
的
と
し

て
、「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
書
」

（
以
下
「
差
額
通
知
」
と
い
い
ま
す
）
を
、

学
校
法
人
等
宛
て
に
送
付
し
ま
す
。

　
通
知
対
象
と
な
る
加
入
者
等
へ
配
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
先
発
医
薬
品
か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
医
療
機
関
や
調
剤

薬
局
の
窓
口
で
支
払
う
加
入
者
等
の
自
己
負

担
額
及
び
私
学
事
業
団
が
負
担
す
る
医
療
費

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
差
額
通
知
の

実
施
に
よ
り
、
使
用
率
・
医
療
費
削
減
額
に

お
い
て
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進
の
た
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
内
容

　
令
和
８
年
３
月
～
８
月
の
間
に
先
発
医
薬

品
を
処
方
さ
れ
服
用
し
て
い
る
加
入
者
及
び

そ
の
被
扶
養
者（
※※
）の
う
ち
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
に
変
更
し
た
場
合
に
、
自
己
負
担

額
の
軽
減
が
一
定
額
以
上
見
込
ま
れ
る
人
に

対
し
、
ど
の
く
ら
い
薬
代
が
軽
減
で
き
る
か

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※※�　
任
意
継
続
加
入
者
及
び
そ
の
被
扶
養
者

は
除
き
ま
す
。

◉
通
知
の
対
象
と
な
ら
な
い
人

◦�

が
ん
や
精
神
疾
患
等
の
疾
病
及
び
風
邪
な

ど
の
短
期
的
な
処
方
に
使
用
さ
れ
る
薬
を

服
用
し
て
い
る
人

◦�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
存
在
し
な
い
薬

を
服
用
し
て
い
る
人

◦�
す
で
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
処
方
さ

れ
て
い
る
人

送
付
方
法
・
送
付
先

　
加
入
者
及
び
被
扶
養
者
ご
と
に
個
別
封
筒

で
、
親
展
扱
い
と
し
て
所
属
す
る
学
校
法
人

等
へ
送
付
し
ま
す
。

　
個
別
封
筒
に
は
、
差
額
通
知
と
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
封
入
し
て
い
ま
す
。

◉
配
付
の
お
願
い

◦�

学
校
法
人
等
か
ら
加
入
者
へ
個
別
封
筒
を

渡
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

被
扶
養
者
分
の
個
別
封
筒
も
学
校
法
人
等

か
ら
加
入
者
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
個
別
封
筒
は
親
展
扱
い
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
開
封
せ
ず
に
必
ず
被
扶
養
者

（
未
成
年
者
は
除
き
ま
す
）
へ
渡
す
よ
う
、

加
入
者
に
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知
書
を 

12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

～
対
象
者
へ
の
配
付
を
お
願
い
し
ま
す
～�

業
務
部　
短
期
給
付
課

送
付
の
時
期

　
８
年
12
月
中
旬

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
率
と�

差
額
通
知
の
効
果（
医
療
費
削
減
額
）

　
差
額
通
知
開
始
後
の
本
事
業
団
に
お
け
る

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
率
は
、
平
成

27
年
度
実
施
時
の
58
・
１
％
か
ら
令
和
７
年

度
末
に
は
89
・
４
％
と
順
調
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
効
果
と
し
て
、
本
事
業
団
が

負
担
す
る
医
療
費
は
、
７
年
１
月
～
８
年
３

月
診
療
分
の
累
計
で
約
４
億
３
０
８
４
万
円

の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す
る
に
は

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
場
合

は
、
ま
ず
医
師
又
は
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
現
在
す
べ
て
の
先
発
医

薬
品
に
対
応
す
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が

製
造
・
販
売
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
治
療
上
の
必
要
性
か
ら
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
変
更
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ
ー
ド

　
医
療
機
関
や
調
剤
薬
局
の
窓
口
で
「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ
ー
ド
」
を
提
示

す
る
こ
と
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希

望
す
る
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ
ー
ド
」

は
、
私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔
私
学
共
済

事
業
の
ご
案
内
▼
短
期
給
付
（
健
康
保
険
）

▼
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
と
は
〕か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

本
誌
令
和
７
年
８
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
年
金
等
給
付
に
か
か
る
標
準
報
酬

月
額
の
上
限
（
現
行
65
万
円
）
は
負
担
能
力

に
応
じ
た
負
担
を
求
め
る
観
点
か
ら
、
次
の

と
お
り
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

引
き
上
げ
時
期

上
限
額

令
和
9
年
9
月

68
万
円

令
和
10
年
9
月

71
万
円

令
和
11
年
9
月

75
万
円

必
要
に
応
じ
て
、
学
校
法
人
等
で
の
予
算

措
置
や
シ
ス
テ
ム
改
修
等
の
対
応
を
お
願
い

し
ま
す
。

業
務
部　
資
格
課

年
金
等
給
付
の
標
準
報
酬
月
額

の
上
限
改
正
（
今
後
の
予
定
）



令和８年 1 1 月１日　第 3 4 7 号

11

共
済
業
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療
養
・
育
児
・
介
護
で
報
酬
が
急
減
し
た
加
入
者
に

か
か
る
標
準
報
酬
月
額
の
特
例
改
定
制
度
が
始
ま
り

ま
す
（
令
和
９
年
１
月
か
ら
）

業
務
部　
資
格
課

加
入
者
の
標
準
報
酬
月
額
の
改
定
は
、
通

常
は
固
定
的
給
与
の
変
動
や
給
与
体
系
の
変

更
等
が
あ
っ
た
と
き
に
、
そ
の
変
動
し
た
月

以
後
３
か
月
間
の
報
酬
の
平
均
が
、
現
在
の

標
準
報
酬
月
額
よ
り
も
２
等
級
以
上
の
増
減

が
あ
っ
た
と
き
に
学
校
法
人
等
か
ら
届
け
出

を
し
、
４
か
月
目
か
ら
新
た
な
標
準
報
酬
月

額
が
適
用
さ
れ
ま
す（
随
時
改
定
）。こ
の
た

び
、
令
和
８
年
７
月
31
日
付
け
で
厚
生
労
働

省
よ
り
「
療
養
、
育
児
又
は
介
護
に
よ
り
報

酬
が
急
減
し
た
者
に
つ
い
て
の
健
康
保
険
法

及
び
厚
生
年
金
保
険
法
の
標
準
報
酬
月
額
の

保
険
者
算
定
の
特
例
に
つ
い
て
」
が
通
知
さ

れ
、
私
学
事
業
団
に
お
い
て
も
特
例
措
置
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

特
例
改
定
と
は

療
養
、
育
児
又
は
介
護（
以
下「
療
養
等
」

と
い
い
ま
す
）
と
仕
事
の
両
立
を
目
指
し
、

本
人
と
職
場
の
合
意
の
も
と
勤
務
時
間
の
短

縮
や
時
間
外
労
働
の
抑
制
な
ど
の
就
労
調
整

を
行
っ
た
結
果
、
報
酬
が
急
減
し
た
場
合
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
き
は
、
標
準
報
酬

月
額
の
改
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
固

定
的
給
与
の
変
動
等
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
改
定
が
可
能
で
す
。
療
養
等
と
仕
事
を
両

立
す
る
加
入
者
は
、
通
常
の
随
時
改
定
に
よ

ら
ず
、
よ
り
速
や
か
に
現
状
に
合
わ
せ
た
標

準
報
酬
月
額
へ
改
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
就
労
調
整
が
終
了
又
は
縮
小
し
た

と
き
も
改
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
例
改
定
の
対
象
と
な
る
加
入
者

次
の
①
～
③
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
と
き

に
対
象
と
な
り
ま
す
。

①�

療
養
等
と
仕
事
を
両
立
す
る
た
め
、
本
人

と
職
場
の
合
意
に
よ
り
就
労
調
整
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と

②�

当
該
就
労
調
整
に
よ
り
報
酬
が
急
減
し
急

減
後
の
報
酬
を
基
に
し
た
標
準
報
酬
月
額

が
現
に
確
認
さ
れ
て
い
る
標
準
報
酬
月
額

と
比
べ
て
２
等
級
以
上
低
下
し
、
か
つ
そ

の
状
態
が
３
か
月
以
上
続
く
こ
と
が
あ
ら

か
じ
め
見
込
ま
れ
る
こ
と

③�

特
例
改
定
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
対
象
者

が
書
面
で
同
意
し
て
い
る
こ
と

標
準
報
酬
月
額
の
改
定
月

随
時
改
定
よ
り
２
か
月
早
く
改
定
さ
れ
ま
す
。

◉
報
酬
が
減
少
し
た
と
き

療
養
等
を
理
由
に
就
労
調
整
を
し
、
報
酬

が
減
少
し
た
初
月
の
報
酬
を
基
礎
と
し
て
、

届
け
出
が
あ
っ
た
月
の
翌
月
か
ら
改
定

◉
報
酬
が
増
加
し
た
と
き

療
養
等
を
理
由
と
し
た
就
労
調
整
が
終
了

又
は
縮
小
し
た
こ
と
に
よ
り
報
酬
が
増
加
し

た
月
の
翌
月
か
ら
改
定
（
固
定
的
給
与
の
変

動
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
改
定
）

２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

随随
時時
改改
定定

特特
例例
改改
定定

報酬低下月から３か月平均
（従前より２等級減）

（支払基礎日数17日又は11日）

届出

改定

改定

随随時時改改定定よよりり２２かか月月早早くく
掛掛金金等等にに反反映映

※固定的給与の変動 （例：月給制→時給制、昇給）

随随時時改改定定とと特特例例改改定定ののイイメメーージジ

▲▲就就労労調調整整開開始始

就労調整による
報酬低下月

（従前より２等級減）

届出

就労調整による報酬低下月
の届出をした翌月から改定
※非固定的給与変動も可

（遡及改定不可）

変動
開始月

報酬低下月から
前3か月
（特例措置支払基礎日数

17日又は11日）

届
出
の
方
法

◉
報
酬
が
減
少
し
た
と
き

「
標
準
報
酬
月
額
改
定
届
書
（
特
例
改
定

用
）DL
」
及
び
「
療
養
、
育
児
又
は
介
護
に

よ
る
報
酬
の
減
少
に
伴
う
標
準
報
酬
月
額
の

保
険
者
算
定
の
特
例
に
係
る
申
立
書
兼
同
意

書
DL
」
を
提
出

◉
報
酬
が
増
加
し
た
と
き

「
標
準
報
酬
月
額
改
定
届
書
（
特
例
改
定

用
）DL
」
を
提
出

改
定
届
出
用
紙
等
は
、
準
備
が
で
き
次
第

私
学
共
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
様
式
用
紙
等
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
し
ま
す
。

特
例
改
定
に
お
け
る
留
意
事
項

◦�

報
酬
が
減
少
し
た
初
月
に
す
べ
て
休
業
し

て
い
る
場
合
は
「
療
養
等
と
仕
事
の
両

立
」
に
は
該
当
し
な
い
た
め
、
特
例
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

◦�

報
酬
が
減
少
し
た
場
合
に
お
け
る
支
払
基

礎
日
数
に
は
、
所
定
労
働
日
数
に
変
更
が

な
け
れ
ば
就
労
調
整
に
よ
り
勤
務
し
な

か
っ
た
日
を
含
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◦�

加
入
期
間
が
報
酬
減
と
な
っ
た
初
月
を
含

め
て
3
か
月
未
満
の
人
は
、
本
特
例
改
定

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◦�

改
定
届
書
を
提
出
す
る
際
に
届
出
内
容
の

事
実
を
確
認
で
き
る
書
類
の
添
付
は
不
要

で
す
が
、
本
事
業
団
か
ら
確
認
書
類
の
提

出
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◦�

特
例
改
定
を
し
た
あ
と
に
通
常
の
随
時
改

定
に
該
当
す
る
場
合
は
、
随
時
改
定
の
届

け
出
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
毎
年
実
施
す

る
定
時
決
定
も
届
け
出
対
象
と
な
り
ま
す
。

◦�

特
例
改
定
に
よ
り
標
準
報
酬
月
額
を
改
定

す
る
と
、
将
来
の
年
金
給
付
や
標
準
報
酬

月
額
を
算
定
に
用
い
る
短
期
給
付
等
に
影

響
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

特
例
改
定
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
12
月
に

送
付
す
る
通
知
文
及
び
私
学
共
済
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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被
扶
養
者
認
定
申
請
事
例
（
父
母
の
認
定
）

　
業
務
部　
資
格
課

被
扶
養
者
の
認
定
申
請
は
、
新
た
に
加
入

者
と
な
る
人
に
被
扶
養
者
の
要
件
を
備
え
る

人
が
い
る
と
き
又
は
新
た
に
被
扶
養
者
の
要

件
を
備
え
る
人
が
で
き
た
と
き
か
ら
５
日
以

内
に
私
学
事
業
団
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
５
日
を
過
ぎ
た
場
合
で
も
30
日
以

内
に
届
け
出
が
あ
れ
ば
、
そ
の
事
実
が
生
じ

た
日
が
認
定
日
と
な
り
ま
す
。
30
日
以
内
に

提
出
が
な
い
と
き
は
、
そ
の
届
け
出
を
本
事

業
団
で
受
理
し
た
日
（
又
は
発
信
日
）
が
認

定
日
と
な
り
ま
す
。

Q
１　
父
（
65
歳
）
が
令
和
８
年
12
月
31
日

で
会
社
を
退
職
し
ま
す
。
退
職
後
、
父
の

収
入
は
年
間
２
０
０
万
円
の
年
金
の
み
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
健
康
保
険
の
任
意
継

続
は
せ
ず
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
ま

す
。
父
は
１
８
０
万
円
以
上
の
収
入
が
あ

る
の
で
、
私
の
被
扶
養
者
に
な
れ
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
父
の
被
扶
養
者

に
な
っ
て
い
た
母
（
60
歳
）
を
私
の
被
扶

養
者
に
で
き
ま
す
か
。
母
は
年
金
や
他
の

収
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
年
収
は
６
０
０
万
円
で
、
両
親
と

は
別
居
し
て
い
ま
す
が
、
月
に
10
万
円
仕

送
り
を
し
て
い
ま
す
。

A
１　
父
は
配
偶
者
で
あ
る
母
を
優
先
し
て

扶
養
す
べ
き
立
場
に
あ
る
た
め
、
父
の
収

入
や
健
康
保
険
の
加
入
状
況
を
確
認
し
た

う
え
で
、
主
と
し
て
加
入
者
の
収
入
に
よ

り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限

り
、
父
の
退
職
を
事
由
と
し
て
次
の
①
～

③
を
確
認
す
る
こ
と
で
母
の
み
被
扶
養
者

と
し
て
認
定
で
き
ま
す
。

①
父
は
退
職
後
、健
康
保
険
の
任
意
継
続
は
せ

ず
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
。

②
母
は
60
歳
以
上
だ
が
、
年
金
を
受
け
て
お

ら
ず
他
の
収
入
も
な
い
。

③
父
母
と
も
に
60
歳
以
上
の
場
合
、
世
帯
収

入
限
度
額
は
３
６
０
万
円
で
あ
る
。
こ
の

事
例
の
父
母
の
世
帯
収
入
は
２
０
０
万

円
。
ま
た
、
父
母
の
世
帯
収
入
が
加
入
者

の
年
収
よ
り
少
な
い
。

◉
必
要
な
添
付
書
類

◦
加
入
者
及
び
母
の
戸
籍
謄
本

◦�

父
の
国
民
健
康
保
険
の
資
格
確
認
書
等
の

写
し

◦�

父
の
離
職
票
の
写
し
又
は
退
職
証
明
書

◦
母
の
最
新
の
所
得
（
非
課
税
）
証
明
書

◦
母
が
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
理
由

◦�

父
の
退
職
後
の
年
金
額
が
確
認
で
き
る
最

新
の
年
金
改
定
通
知
書
の
写
し

◦
母
を
被
扶
養
者
と
す
る
具
体
的
な
理
由
書

◉
ポ
イ
ン
ト

　
親
を
被
扶
養
者
と
す
る
場
合
は
、
父
母
双

方
の
収
入
や
生
計
維
持
状
況
等
を
確
認
し
、

総
合
的
に
判
断
し
ま
す
。

Q
２　
私
と
同
居
し
て
い
る
母
（
58
歳
・
国

民
健
康
保
険
加
入
）
は
、
父
が
亡
く
な
っ

て
か
ら
遺
族
厚
生
年
金
を
年
間
１
０
０
万

円
受
給
し
て
お
り
、
他
に
収
入
は
あ
り
ま

せ
ん
。

母
を
私
の
被
扶
養
者
に
で
き
ま
す
か
。

A
２　
母
の
収
入
や
健
康
保
険
の
状
況
を
確

認
の
う
え
、
主
と
し
て
加
入
者
の
収
入
に

よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
場
合
に
限

り
、
母
を
被
扶
養
者
と
し
て
認
定
で
き
ま

す
。
母
が
60
歳
未
満
の
場
合
は
収
入
限
度

額
が
１
３
０
万
円
と
な
り
、
年
金
以
外
の

収
入
が
な
い
か
確
認
す
る
証
明
書
類
も
必

要
で
す
。

◉
必
要
な
添
付
書
類

◦�

加
入
者
及
び
母
の
戸
籍
謄
本

◦�

母
の
遺
族
厚
生
年
金
の
最
新
の
年
金
改
定

通
知
書
の
写
し

◦�

母
の
最
新
の
非
課
税
証
明
書

◦�

母
の
国
民
健
康
保
険
の
資
格
確
認
書
等
の

写
し

◦�

母
を
被
扶
養
者
と
す
る
具
体
的
な
理
由
書

◉
ポ
イ
ン
ト

　
被
扶
養
者
の
収
入
は
、
給
与
、
年
金
、
事

業
収
入
、
不
動
産
収
入
な
ど
が
含
ま
れ
、
年

間
収
入
が
収
入
限
度
額
未
満
で
あ
る
こ
と
が

条
件
で
す
。

Q
３　

父
（
66
歳
・
国
民
健
康
保
険
加
入
）

は
年
間
２
８
０
万
円
の
年
金
を
受
給
し
て

い
ま
す
。
母
（
58
歳
）
は
最
近
仕
事
を
退

職
し
、
退
職
前
は
勤
務
先
の
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
パ
ー
ト
勤

務
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
ま

す
。
母
の
収
入
は
パ
ー
ト
収
入
の
み
で
年

間
60
万
円
で
す
。
母
を
私
の
被
扶
養
者
に

で
き
ま
す
か
。

A
３　
A
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
父
は
配
偶

者
で
あ
る
母
を
優
先
し
て
扶
養
す
べ
き
立

場
に
あ
り
ま
す
。
２
人
の
年
収
が
そ
れ
ぞ

れ
に
適
用
さ
れ
る
収
入
限
度
額
（
父
は
１

８
０
万
円
、
母
は
１
３
０
万
円
）
の
合
算

額
３
１
０
万
円
を
超
え
な
い
こ
と
が
要
件

と
な
り
ま
す
。
こ
の
事
例
の
父
母
の
合
算

額
は
３
４
０
万
円
と
な
り
ま
す
の
で
、
母

を
被
扶
養
者
と
し
て
認
定
で
き
ま
せ
ん
。

◉
ポ
イ
ン
ト

　
父
母
の
一
方
が
収
入
限
度
額
を
下
回
っ
て

い
て
も
、
２
人
の
年
収
の
合
算
額
が
、
そ
れ

ぞ
れ
に
適
用
さ
れ
る
収
入
限
度
額
の
合
算
額

を
上
回
っ
て
い
れ
ば
一
方
の
み
を
被
扶
養
者

認
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、「
主
と
し
て
加
入
者
の
収
入
に
よ

り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
が
扶
養

の
要
件
で
す
の
で
、
父
母
の
年
収
の
合
算
額

が
加
入
者
の
年
収
を
超
え
な
い
こ
と
も
要
件

と
な
り
ま
す
。

被扶養者となれる収入要件（年収）

収入 60歳
未満

60歳
以上

給与等の
収入がある

（事業所得、
老齢・退職・
遺族の年金
を含みます）

130万円
未満

（配偶者を除
く19歳以上23
歳未満は150
万円未満）

180万円
未満

上記の他、
障害の年金
を受けてい
る

180万円
未満

180万円
未満
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高
齢
受
給
者
に
か
か
る
「
高
額
療
養
費

（
外
来
年
間
合
算
）」
を
算
定
す
る
た
め
の
一

斉
計
算
を
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

◉
一
斉
計
算
の
対
象
と
な
る
人

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

◦�

高
齢
受
給
者
（
70
歳
～
74
歳
）
の
う
ち
、

令
和
８
年
７
月
31
日
時
点
で
、
所
得
区
分

が
「
一
般
所
得
者
」
及
び
「
低
所
得
者
」

で
あ
る
加
入
者
及
び
被
扶
養
者

◦�

計
算
期
間
で
あ
る
７
年
８
月
１
日
〜
８
年

７
月
31
日
を
通
し
て
私
学
共
済
制
度
の
加

入
者
又
は
被
扶
養
者
で
あ
る
人

◉
手
続
き
及
び
支
給
方
法

　
計
算
は
、
私
学
事
業
団
で
自
動
的
に
行
い

ま
す
の
で
、
原
則
、
請
求
手
続
き
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。計
算
の
結
果「
高
額
療
養
費（
外

来
年
間
合
算
）」
の
支
給
対
象
と
な
る
人
に

は
、
11
月
下
旬
（
予
定
）
に
、
学
校
法
人
等

を
通
し
て
（
任
意
継
続
加
入
者
は
直
接
）
通

知
及
び
支
給
し
ま
す
。

◉
請
求
手
続
き
が
必
要
と
な
る
人

　
８
年
７
月
31
日
時
点
で
加
入
者
又
は
被
扶

養
者
で
な
い
人
や
、
計
算
期
間
中
に
私
学
共

済
制
度
以
外
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
期
間

が
あ
る
人
は
、
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
私
学
共
済
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
〔
私
学
共
済
事
業
の
ご
案
内
▼
短

期
給
付
（
健
康
保
険
）
▼
病
気
や
ケ
ガ
を
し

た
▼
医
療
費
負
担
の
軽
減
▼
高
額
療
養
費
〕

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

業
務
部　
短
期
給
付
課

高
齢
受
給
者
に
か
か
る

高
額
療
養
費（
外
来
年
間
合
算
）

ガーデンパレスの年末年始期間の営業

ガーデンパレス名 営業状況

札幌ガーデンパレス
☎011（261）5311 ●中華レストラン：12月28日～１月１日は休業（１月２日11:30から通常営業）

仙台ガーデンパレス
☎022（299）6211 ●通常営業

東京ガーデンパレス
☎03（3813）6211

●洋食レストラン：12月29日～１月11日は年末年始特別メニュー
●和食堂：１月１日～７日は正月特別メニュー

名古屋ガーデンパレス
☎052（957）1022

●洋食レストラン：�12月26日・28日～１月２日の夕食は年末年始特別メニュー�
12月26日・28日～１月２日は21時までの営業（ラストオーダーは20時）�
12月27日・１月３日は朝食のみ営業

●和食堂：�12月26日～１月３日は年末年始特別メニュー�
12月26日～１月３日は21時までの営業（ラストオーダーは20時）�
注注　12月28日は臨時営業

京都ガーデンパレス
☎075（411）0111 ●洋食レストラン：12月31日昼～１月４日朝は年末年始特別メニュー

大阪ガーデンパレス
☎06（6396）6211

●洋食レストラン：１月１日～４日朝は正月特別メニュー
●和食堂：12月31日～１月３日は年末年始特別メニュー

広島ガーデンパレス
☎082（262）1122 ●通常営業

福岡ガーデンパレス
☎092（713）1112 ●通常営業

おせち料理の販売…札幌・仙台・東京・名古屋・京都・大阪・広島の各ガーデンパレスでは、数量限定でおせち料理の販売を行っています。
詳しくはホームページをご覧いただくか、電話で各ガーデンパレスにお問い合わせください。

ガーデンパレスは、年末年始も休まず営業します。宿泊予約は、各ガーデンパレスへお電話いただくか、ホームページからお申し
込みください。

　
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
が
、
有
効
期
限
後
も
引
き
続
き
限
度
額

適
用
認
定
証
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
次
の

更
新
（
継
続
）
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
受
診
す
る
場
合

は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
は
不
要
で
す
。

◉
更
新
（
継
続
）
の
手
続
き

　
「
限
度
額
適
用
認
定
申
請
書
DL
」
に
あ
る

「
継
続
」
の
文
字
を
○
で
囲
み
、
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
有
効
期
限
の
２
週
間
前
を

目
途
に
、
学
校
法
人
等
を
通
し
て
（
任
意
継

続
加
入
者
は
直
接
）、
私
学
事
業
団
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◉�

令
和
８
年
12
月
31
日
に
有
効
期
限
を
迎
え

る
人
の
事
前
更
新
（
継
続
）
の
手
続
き

　
限
度
額
適
用
認
定
証
を
年
内
に
交
付
で
き

る
よ
う
、
例
外
的
に
11
月
４
日
（
水
）
か
ら

事
前
受
付
を
行
い
ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
申
請
書
DL
」
の
右
上

余
白
に
朱
書
き
で
「
事
前
継
続
」
と
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
年
内
に
発
送
で
き

る
の
は
、
12
月
４
日
（
金
）
受
付
分
ま
で
と

な
り
ま
す
。

業
務
部　
短
期
給
付
課

限
度
額
適
用
認
定
証
の

更
新
（
継
続
）
手
続
き



助成業務　https://www.shigaku.go.jp/s_home.htm

私学事業団ホームページ　https://www.shigaku.go.jp/

（私学共済ホームページ）共済業務　https://www.pmac.shigaku.go.jp/

年内の手続き書類の受け付け及び処理
　年内の共済業務の書類等の受け付け及び処理は、次の
とおりです。以下の予定は、書類等に不備がなく処理さ�
れた場合を前提としています。
　また、私学事業団の年内の業務は12月28日（月）まで�
です。余裕をもって書類等を提出してください。
●資格関係
◦�資格確認書等の交付や、資格関係の確認通知書は、�
12月14日（月）受付分までを12月25日（金）に発送する
予定です。
◦�資格取得や資格喪失による掛金等は、12月21日（月）	
受付分までを、12月分掛金等の調定（１月送付分）に�
反映する予定です。

� 【業務部　資格課】
●短期給付関係
◦�短期給付関係の請求は、11月27日（金）受付分までを�
目途に年内に送金する予定です。なお、給付金の種類に
よっては年内に送金できない場合があります。

� 【業務部　短期給付課】
●貸付関係
◦�年内最終送金〈12月22日（火）〉の貸付け申し込みは、
11月30日（月）締め切りです。締め切り日（毎月15日�
及び月末）が土・日曜日又は祝日（振替休日）のときは
繰り上がりますので注意してください。
� 【福祉部　貯金・貸付課】

子ども・子育て拠出金の納付対象基準額が	
決定しました

　令和８年の定時決定による基準額は191万円（前年188
万円）となりました。10月調定時に加入者保険料にかかる
標準報酬月額の合計が191万円以上となる学校法人等に
は、８年10月分から９年９月分までの間、掛金等と併せて
子ども・子育て拠出金を通知しますので納付してくださ
い。なお、上記基準額未満の学校法人等も、申請による納
付が可能です。詳細は掛金係までお問い合わせください。
� 【業務部　掛金課】

積立共済年金・共済定期保険の後期加入申込期間
　後期加入申込期間は、積立共済年金・共済定期保険と�
もに11月２日（月）〜30日（月）です。新規加入・加入内
容の変更等をする場合は、加入申込期間内に申し込んで
ください。
� 【福祉部　貯金・貸付課】

被扶養者再審査・加入者資格等検認の提出期限

　被扶養者の再審査（東日本ブロックのみ）の回答書と、
加入者資格等の検認（東日本・西日本両ブロック）の結果
報告書の提出期限は、11月６日（金）必着です。
　被扶養者再審査回答書が未提出の場合、生計維持関係
がすでに失われているとみなして、職務権限により被扶
養者を取り消しますので注意してください。
� 【業務部　資格課】

貸付けの申込締め切り日に注意してください

　８年12月2日（水）送金分は11月13日（金）が申込締め
切り日となります。
　締め切り日（毎月15日及び月末）が土・日曜日又は祝日
（振休）のときは繰り上がりますので注意してください。
　また、提出書類が不備の場合、返送となり、希望する送
金日の審査ができないことがあります。
　締め切り日に余裕をもって提出してください。
� 【福祉部　貯金・貸付課】

２日（月）
貸付  送金
掛金等  ９月調定納期限

６日（金） 貸付  10月分定期償還期限
９日（月） アイリスプラン  年金コース加入申込締め切り
１０日（火） 貯金  払込期限（必着）
１３日（金） 貸付  12月2日送金申し込み・任意償還申出締め切り
２０日（金） 貯金  送金　
２４日（火） 貸付  送金

２５日（水）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り

３０日（月）

掛金等  10月調定納期限
掛金等  10月調定口座振替（自振校のみ）
貸付  11月分定期償還口座振替（自振校のみ）
貸付  12月22日送金申し込み締め切り
積立共済年金・共済定期保険  後期加入申し込み締め切り

11 月の共済業務スケジュール

２日（水） 貸付  送金
４日（金） アイリスプラン  医療・日常事故コース加入申込締め切り
６日（日） 貸付  11月分定期償還期限
１０日（木） 貯金  払込期限（必着）
１５日（火） 貸付  1月4日送金申し込み・任意償還申出締め切り

12 月の共済業務スケジュール

共済
業務

電話照会の際は、学校記号番号、加入者等記号・番号が
確認できるものをお手元にご用意ください。

共済事業本部
〒113 - 8441
東京都文京区湯島1-7-5
☎03（3813）5321（代表）
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	 学　術	 若手・女性

2025年度｢学術研究振興資金 学術研究報告」
及び「若手・女性研究者奨励金 研究レポート」
ホームページ掲載のご案内

　2025年度に交付した「学術研究振興資金」及び「若手・
女性研究者奨励金｣の研究課題について、実績報告を取り
まとめ、それぞれ ｢2025年度 学術研究振興資金 学術研究
報告｣、「2025年度 若手・女性研究者奨励金 研究レポー
ト」として、ホームページに掲載しました。

●私学事業団ホームページ
　�〔助成業務のご案内▶学術研究振興資金▶2025年度 学
術研究振興資金 学術研究報告〕
　�〔助成業務のご案内▶若手・女性研究者奨励金▶若手・
女性研究者奨励金 研究レポート〕

【助成部　寄付金課】
　☎03（3230）7319・7320
　kifukin@shigaku.go.jp

	 補助金

私立大学等経常費補助金の申請等に
ついては電子窓口をご確認ください

　私立大学等経常費補助金の調査票及び事務連絡等を
「電子窓口」に掲載していますので、定期的にご確認くだ
さい。
　令和８年11月は、「専任教職員・非常勤教員福利厚生費
調査票」、「研究旅費支出調査票」等について掲載する予定
です。調査票は締め切り日までに必ずご提出ください。

【助成部　補助金課】
　☎03（3230）7300〜7314
　hojokin@shigaku.go.jp

	 経営支援

「特色ある教育・経営の取組みを行う私立学校
の事例集」をご活用ください

　平成30年度より、私立学校の教育改革及び経営改善に
向けた支援として、事例集をホームページで紹介してい
ます。
　特色ある教育や経営を行う私立学校の実例をコンパク
トにまとめていますので、各学校法人で改革を実施する
際の参考としてご活用ください。

●私学事業団ホームページ
　�〔助成業務のご案内▶経営支援・情報提供▶特色ある教
育・経営の取組みを行う私立学校の事例集〕

【私学経営情報センター　私学情報室】
　☎03（3230）7849〜7851
　center@shigaku.go.jp

私学振興事業本部
〒102 - 8145
東京都千代田区富士見1-10-12
☎03（3230）1321（代表）

助成
業務

　電気設備点検のため、私学事業団ホームページのうち「トップページ（https://www.shigaku.go.jp/）」、「私学振
興事業本部（助成業務）ページ」、「学校法人向け情報システム（学校法人ポータルサイト、ｅ－マネージャ等）」、「私
立学校寄付金ポータルサイト」及び「大学ポートレート（私学版）」は、令和８年11月20日（金）17時45分から11月24
日（火）９時00分まで休止します。
　また、メールサーバー（私学振興事業本部）も休止しますので、私学振興事業本部宛てに送信したメールは受信で
きません。その場合、送信者にエラーメッセージが送信されないことがありますので、十分ご注意ください。
注注　「私学共済ホームページ」は通常どおり閲覧が可能です。

ホームページ及びメールサーバー休止のお知らせ

　令和８年台風第25号に伴う災害により被害を受けられた皆様へ、心よりお見舞い申し上げます。私学事業団では、
被害を受けられた学校等並びに加入者、被扶養者及び年金受給者の皆様を全力で支援してまいります。
　被害を受けられた皆様の安全と、被災地の一日も早い復旧・復興をお祈り申し上げます。

お見舞い
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宿泊施設のご案内
私学事業団では、全国16か所の宿泊施設を運営しております。
詳しくはホームページを確認してください。
https://www.pmac.shigaku.go.jp/annai/fukushi/yado/index.html

夕食イメージ

年末年始特別宿泊プラン（１泊２食）
名古屋ガーデンパレスを拠点に、清洲城、犬山城、岐阜城など、豊臣秀吉・
秀長兄弟ゆかりの地を訪ねてみませんか。戦国の歴史に触れる旅をお楽し
みください。
１泊２食（１名様）	 18,000円～
取扱期間：令和８年12月26日～９年１月３日
夕食は年末年始にふさわしい特別料理をご用意します。
朝食は和洋バイキングです。 夕食イメージ

融資事業のご案内 詳しくは私学事業団ホームページをご覧ください。
https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm融資事業のご案内 詳しくは私学事業団ホームページをご覧ください。
https://www.shigaku.go.jp/s_yushi_menu.htm

～

校舎や園舎、体育館など耐震化はお済みですか？
旧耐震基準で建設された校舎・園舎の建て替え事業（耐
震改築）や、防災（耐震）機能強化の補助金対象となっ
た改修事業（耐震改修）、及び指定避難所施設等の整備
事業に、私学事業団の融資をご利用いただくと、一定の
要件を満たした場合、国の利子助成が受けられます。
利子助成は二つのパターンがあります。

耐震化以外の校舎、園舎などの建築や土地の購入、機器
備品の購入なども融資の対象となります。施設設備の整
備計画の際にぜひ事業団資金の活用をご検討ください。

・�事業を行う学校の種類や事業内容等により、利子助成の対象になるか、
またどちらのパターンになるかが決まります。

・�融資金利が 1.0％以下の場合、パターン①の４年目以降、パターン②の
全借入期間の利子助成は行われません。

・�利子助成率の上限は大学等 2.1％、高校・幼稚園等 1.6％、専門学校・各
種学校は 0.5％です。

■主な事業と融資金利（令和８年10月現在）

主な事業内容
返済期間（据置年数含む）

30年以内 20年以内 10年以内 6年以内

校（園）舎などの
建築・用地取得

年％ 年％ 年％ 年％

4.20 3.70 3.00 2.70
寄宿舎などの
建築・用地取得 4.30 3.80 3.10 ―

園バスや備品
などの購入 ― ― 3.00

（5.5年以内）

2.50
・�返済期間が 30 年以内（21 年以上）の融資は、原則として融資契約額が 10
億円以上の場合にご利用いただけます。
・�金利は毎月見直しています。なお、金利は融資契約時点の金利が適用され、
償還完了までの固定金利となります。

問い合わせ先（私学振興事業本部）
融資部融資課　☎03（3230）7862～7864、7866～7868

yushi@shigaku.go.jp

軽井沢　 すずかる荘

ベーシックプランにワンコイン（500 円）をプラスするだけで、夕食内容
のグレードアップ＋ワンドリンクサービスが付くお得なプランです。

２名１室／１名様	 13,000円～
取扱期間：令和８年11月16日以降の施設が指定した平日
注注　別途、宿泊税がかかる場合があります。
注注　１名１室でご利用の場合は、1,000円割り増しとなります。

〒460-0003　名古屋市中区錦3-11-13　☎052（957）1022（代表）
JR「名古屋」駅から地下鉄桜通線「丸の内」駅下車、５番出口から徒歩５分。地下鉄 
東山線「栄」駅下車、１番出口から徒歩５分　https://www.hotelgp-nagoya.com/

平日お日にち限定プラン（１泊２食）

〒389-0111　長野県北佐久郡軽井沢町大字長倉3607　☎0267（45）7311
北陸新幹線「軽井沢」駅から、しなの鉄道で「中軽井沢」駅下車、南口から徒歩10分




